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■授業の目的と概要(Course purpose/outline)

この授業は、レクリエーション分野の職場においてインターンシップの体験を通して実践的なレクリエーションを体感し実感を得て、レクリ
エーションサービスの技能を高める目的である。

■授業形態・授業の方法(Class form)

授業形態(Class form) 実験・実習

授業の方法(Class
method) 実習・フィールドワーク

■各回のテーマとその内容(Each theme and its contents)

回数(Num) テーマ(Theme) 内容(Contents) メディア区分
(Media)

第1回 はじめに 授業についての目的と概要について説明をする。 □

第2回 事前指導 実習時に必要な書類作成とマナー等について講義する。 □

第3回 実習先でのインターンシップ「実習に
ついての全体説明」 実習先での現場実習についての全体説明を受ける。 □

第4回 実習先でのインターンシップ「実習に
ついての詳細説明」 実習先での現場実習についての詳細説明を受ける。 □

第5回 実習先でのインターンシップ「イベン
トの企画」 実習先での「イベント企画の実際」について体験学習を行う。 □

第6回 実習先でのインターンシップ「イベン
トの準備」 実習先での「イベント準備の実際」について体験学習を行う。 □

第7回 実習先でのインターンシップ「イベン
ト運営の実際（１）」 実習先での「イベント運営の実際」について体験学習を行う。 □

第8回 実習先でのインターンシップ「イベン
ト運営の実際（２）」 実習先での「イベント運営の実際」について体験学習を行う。 □

第9回 実習先でのインターンシップ「スポー
ツ教室の企画」 実習先での「スポーツ教室企画の実際」について体験学習を行う。 □

第10回 実習先でのインターンシップ「スポー
ツ教室の準備」 実習先での「スポーツ教室準備の実際」について体験学習を行う。 □

第11回 実習先でのインターンシップ「スポー
ツ教室運営の実際（１）」 実習先での「スポーツ教室運営」について体験学習を行う。 □

第12回 実習先でのインターンシップ「スポー
ツ教室運営の実際（２）」 実習先での「スポーツ教室運営」について体験学習を行う。 □

第13回
実習先でのインターンシップ「企画、
準備、運営についてのディスカッショ
ン」

実習先でのインターンシップについて企画、準備、運営についてディ
スカッションを行う。 □

第14回 インターンシップのまとめ 現場実習の記録報告書の作成を行う。 □

第15回 インターンシップの総括 現場実習の記録報告書に基づいてインターンシップの総括を行う。 □

■授業時間外学習（予習・復習）の内容(Preparation/review details)

事前学習では、実習に際して必要な事項を準備すること（1時間程度）。事後学習では、学んだ内容うを整理しておくこと（1時間程度）。

■課題とフィードバックの方法(Assignments/feedback)



課題レポートについては採点し、コメントを付けて学生に返却する。

■授業の到達目標と評価基準(Course goals)

区分(Division) DP区分(DP division) 内容(DP contents)

思考力・判断力・表現力 ◆ 2019全学共通DP2 基礎学力を踏まえた専門知識と自らの経験を基に，創造的に考えたうえで，課題に
ついて的確に判断し，自在に表現，発言することができる．

■成績評価(Evaluation method)

筆記試験(Written
exam)

実技試験(Practical
exam)

レポート試験(Report
exam)

授業内試験 (in-
class exam) その他(Other)

100%

■テキスト(Textbooks)

No.(No.) テキスト名など(Text name) ISBN(ISBN)

1 特に定めないが、必要に応じ資料を配布する。

2

3

4

5

■参考図書(references books)

No.(No.) テキスト名など(Text name) ISBN(ISBN)

1

2

3

4

5


